
                                                                      

 

吉野川第一期改修百周年に向けて⑤ 

～絵図から読み解く吉野川河口域の新田開発～ 
松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館 学芸員 菅野 将史 

 

はじめに -連載を担当するに当たって-  

  「吉野川歴史探訪」新連載のリレー５番目の執筆は、菅野
か ん の

が担当させていただきます。 

私は１９８７（昭和６２）年に群馬県で生まれ、幼少期から約２０年間は埼玉県で育ちまし

た。親戚も関東・東北・北海道の出身者ばかりで、実のところ徳島県に縁もゆかりもなく、

２０１５（平成 27）年に松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館（以下、資料館。）

に就職するまで、徳島県を訪れたこともありませんでした。埼玉県に住んでいた頃は、日本

の三大暴れ川に数えられる「坂東太郎」の利根川、地元・埼玉県を流れる荒川などに馴染み

がありましたが、徳島県をはじめて訪れたときに見た吉野川や旧吉野川河口の水量の多さに

驚きを覚えたことを、今でも忘れません。 

また、大学時代に江戸時代の地域史・村落史を中心に学ぶ上で古文書や古絵図などを解読

することの魅力を知り、地域や寺社に残されている史料の整理・調査に携わる機会にも恵ま

れたことをきっかけに、博物館学芸員を目指すようになりました。学生時代の主な研究テー

マが江戸時代の舟運・河川流通であったこともあり、「吉野川歴史探訪」の執筆の話をいた

だいたときは「川」とは何かと縁があるなと感じました。 

ところで、私の職場がある松茂町の大部分は、江戸時代の新田開発によって陸地化されま

した。トラックや建設機械などがまったくない時代の先人たちは、何のために吉野川河口を

開発していったのでしょうか。今回は、資料館が所蔵する板野郡豊岡新田に関係する史料を

もとに、江戸時代後期に開発された豊岡新田と、その開発者である坂東茂兵衛家が吉野川の

水害や自然災害とたたかいながら土地を開いていった歴史を探訪していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吉野川歴史探訪  

写真１ 現在の松茂町豊岡地区 写真２ 豊岡神社（江戸時代末期には新田会所が

近くにあったとされる） 



                                                                      

１．近世初期の吉野川河口の姿 

 松茂町は板野郡の東端に位置し、町の東側は紀伊水道に面し旧吉野川、今切川河口部に

形成されています。古代には吉野川河口のラグーン（潟
せ き

湖
こ

）であり、室町時代以降に徐々

に陸地化していったと考えられています。近世初頭には長岸
な が ぎ し

村・広島浦・中喜来
な か ぎ ら い

浦の三ヵ

村浦がありましたが、それ以東は吉野川今
い ま

切口
ぎ れ ぐ ち

（現：今切川）の別宮
べ っ く

浦長原を除いてラグ

ーンのままであったと伝わっています。 

国文学研究資料館が所蔵する蜂須賀家文書に、図１「御両国之図」（１６６５年［寛文 5

年］頃作成）、図２「阿波御国図」（１６９７［元禄１０］年頃作成、１８０２［享和２］

年補訂）という２つの絵図が遺っています。どちらも江戸時代初期の徳島藩領の村浦や石高
こ く だ か

（村浦の標準的な玄米収穫量）などを描いた絵図です。 

 

 図１の中央部（赤点線内）「への

字」で描かれている島の楕円の中

には「 廿
にじゅう

六石余 広嶋浦」と、そ

こから北側の島には「百三十七石

余 中喜来村（正しくは浦）」、「九

十六石余 長岸村」と書かれてい

るのがわかります。同様に図２に

も「弐拾六石余 広嶋浦」、「百三

拾七石余 中喜来村（正しくは

浦）」、「九拾六石余 長岸村」の文

字が見えます。「矢倉
や ぐ ら

野
の

村・木津
き づ

野
の

村・備前
び ぜ ん

島
じ ま

村（いずれも現：鳴門

市）」が、中喜来浦と長岸村の間に

描かれるなど、村浦はおおよその

位置で描かれています。 

 当時の吉野川は、『Our よしの

がわ』Vol.57 で松下さんが紹介

されているように、名西郡第十村

（現：石井町）付近から西から東

へと蛇行しながら次々と分派し

て流れ、松茂町域では「広
ひ ろ

戸口
ど く ち

」

「今切口」から紀伊水道へと注が

れることで、絵図の赤丸部分には

広大なラグーンが形成されてい

ることが一目で分かっていただ

けると思います。  

 

 

 

長岸村
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図 1 「御両国之図（部分）」（国文学研究資料館所蔵、筆者加筆）

図 2 「阿波御国図（部分）」（国文学研究資料館所蔵、筆者加筆）

（現在の今切川） 

広島浦



                                                                      

２．吉野川河口の新田開発に挑む先人たち  

 １８世紀に作成された図３「笹
さ さ

木野
ぎ の

新田絵

図」（国文学研究資料館所蔵「蜂須賀家文書」）

には、未開の地である萱原
か や は ら

（オレンジ色）が

描かれ、このうち松茂町域では約３００町

歩、徳島市川内町域では約１００町歩の開

発が予定されていました。干潟をよく見て

みると所々に石積みの大手堤（矢印部分）

が築かれているのがわかります。この堤は、

天明年間（１７８１-８９）に阿波郡伊沢
い さ わ

村

（現：阿波市）の伊沢亀三郎と摂津国東成
ひがしなり

郡千林
せんばやし

村（現：大阪府大阪市）の土木家・岡

島（千島屋）嘉平次らが、吉野川河口部に広

がる干潟約４００町歩を床銀
と こ ぎ ん

（徳島藩への

上納金）５００両で開発の権利を得て築堤

した時代のものと考えられます。 

 １９世紀初頭に作成された図４「笹木野

新田用水絵図」は、のちに住吉新田となる

土地の様子が描かれています。石垣堤防

で開発地を閉めきり、堤防の中央には干

潮時に新田内の水を排水する木製の井
い

利
り

（現在の水門）や、夜間に井利を開門する

ための石灯籠も描かれていることがわか

ります。 

当初は伊沢亀三郎と岡島嘉平次の養子・

袋屋作次郎が新田開発を行っていました

が、１７８４（天明４）年７月の洪水で堤

防が全壊したため、袋屋作次郎は「袋屋作

治郎築建新田場処」と書かれた場所の開発

を放棄し大坂へ帰ったといわれています。

「此度出来新田凡百町程」と書かれた新田

は、大坂の町人鴻池清助が開発を引き継ぎ

「鴻池新田（のちに住吉新田）」として開発

が進められ、新田内には４本の用水路が通

り鎮守（神社）も建立されていることもわ

かります。しかし、１７９２（寛政４）年

に「古今無双之出水」とまでいわれる大洪

水の被害にあい、財政も行き詰まっていた

鴻池清助も開発を断念せざるを得ません

でした。 

此所新田 

百町余  

一円干形
此所新田
三百町余

現在の旧吉野川

現在の今切川

長原浦

現在の吉野川 

別宮浦

此度出来新田凡百町程

袋屋作治郎 
築建新田場処 

図３ 「笹木野新田絵図」 

（国文学研究資料館所蔵、筆者加筆） 

図４ 「笹木野新田用水絵図」 

（国文学研究資料館所蔵、筆者加筆） 



                                                                      

３．豊岡新田と坂東茂兵衛家 

大洪水の被害によって開発者が不在となった住吉新田は徳島藩に接収され、１８００（寛政

１２）年に板野郡宮島浦（現：徳島市川内町）の大藍師・坂東茂八郎に銀７２貫目で払い

下げられました。坂東茂八郎が住吉新田の名主
み ょ う し ゅ

（地主）になったことをきっかけに、笹木

野村や住吉新田の東側に広がるラグーンの開発が大きく進展していきます。  

資料１の「豊岡新田諸願跡書帳
と よ お か し ん で ん し ょ ね が い あ と が き ち ょ う

」（資料館所蔵「坂東協二家文書」）は、１８０１（寛政１３）

年から１８１２（文化９年）までの豊岡新田の開発について記されたものです。坂東茂八郎の

弟・茂兵衛が行った、今切川から旧吉野川にかけて広がる干潟・萱野
か や の

約２６０町歩の大規模新

田開発事業の詳細を知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂東茂兵衛が１８０１（寛政１３）年正月に徳島藩御蔵所へ提出した豊岡新田の開発願

書（資料２）には、次のように記されています。  

 

 

 

 

 

また、坂東茂兵衛は開発する新田の名を「豊岡新田」とすることを願い出るとともに、

四方の築堤工事の計画と工法についても記しています。  

 

 

 

  

弐

百

六

拾

町

程 

資料１「豊岡新田諸願跡書帳」 

（松茂町歴史民俗資料館所蔵） 
資料２「豊岡新田の開発に関する願書」 

「千島嘉源次が徳島藩へ召し上げられた干潟・萱野約 260 町歩について冥加
み ょ う が

金
き ん

（雑税のひ
とつ）150 両を上納いたしますので、新田名主（地主）になることを許可していただけたなら

ば、南側の笹木野村から長原浦にかけての築堤工事に早々に取りかかります･･･」 

東：砂山に杭木を打ち連ねて砂垣の自然堤防ができるようにした後、沖の方へ捨て石をする 

西：笹木野村、住吉新田、新田喜来
し ん で ん き ら い

（現：松茂町中喜来字福有）がある 

南：春までに笹木野村から長原浦にかけて石垣の堤防を築きあげる 

北：秋頃から杭木を打ち連ねて４尺程（約１．２ｍ）の土手を築いた後、石垣や捨て石をする



                                                                      

 坂東茂兵衛の申し出に対して、徳島藩は兄・茂八郎が所持する住吉新田の添地
そ え ち

である

ことに加え、広大な新田が完成した際には年貢増収なども見込めることを吟味した結果、

１８０１（享和元）年４月１８日に下知
げ ち

を下しています。さらに、７月２４日には徳島藩

御蔵所
お く ら し ょ

から正式に豊岡新田の開発許可が下りたことが下札
さ げ ふ だ

（許可書）の写しから知るこ

とができます。大規模新田開発事業に乗り出した坂東茂兵衛ですが、土木に関する知識

などに乏しかったため、新田開発の裁判人（現場監督）として長江
な が え

新田（現：鳴門市）の

開発実績がある長岸村の阿部政次郎を迎え入れました。  

 

新田の本格的な工事は当初の計画からずれ込み９月から始められ、南（今切川）の大手

堤の普請が行われました。９月２２日に御蔵所へ提出した願書によれば、南北の大手堤に

はツガ材を使用した長さ７間（約１２．７ｍ）、内法
う ち の り

幅
は ば

５尺（約１．５ｍ）、高さ３尺５寸

（約１．３ｍ）、厚さ２寸５歩（約９．５ｃｍ）の井利を３ヵ所に設置する予定であったこ

とがわかります。  

しかし、紀伊水道や吉野川に囲まれた過酷な環境での新田開発は困難を極めたことはい

うまでもありません。１０月２７日の願書では御蔵所に対して、吉野川の水流が激しいた

め工事が困難であることを次のように記しています。  

 

 

 

 

 

また、翌年８月９日の文書（資料３）では、台風による堤防の決壊や砂山の崩壊につい

て報告しています。加えて、同日に提出された他の文書では、中堤が決壊したことに加え、

新田内に海水が流れ込んだため塩留をするために向喜来
む こ う ぎ ら い

（現：松茂町中喜来）から萱野土

を下し置かれたい旨を、徳島藩萱野方へ願い出ています。  

 

 

豊岡新田の築堤普請は、９月２９日から南手の工事に取りかかりましたが、水の勢いが早く工

事が極めて困難な場所であります。当月２０日から２１日夜８ツ時（午前２時）まで大人数で

昼夜とも働き、一気に築き留め申しますので、ご案内申し上げます。 

大 手 囲 い堤 は、先 日 まででき

あがりましたが、６日夜の風雨

により、新田内の水が波立ち中

堤を打ち崩しました。 

また、昨年までに東の砂山も１

８ ０ ０ 間程（約３．２ｋｍ）に渡

る大 山 をつくりましたが、雨 風

によって１ ０ ０ ０ 間 程 （ 約 １ ． ８

km） が波風によって吹き飛ぶ

損 害 がでたことをご案 内 申 し

上げます。 

風
雨 

浪

立

候

ニ
付

た

た

き

崩

し

塩
留 

長

千

間

程

浪

風

ニ
而

吹

払

、
大

ニ 

破
損 

資料３ 台風による被害を報告した文書 



                                                                      

坂東茂兵衛は、１８１３（文化１０）年に病没する前年まで「豊岡新田諸願跡書帳」に新田

経営の様子や資材や用水の確保、有付百姓（入植者）問題などを詳細に書き残しています。先

に紹介した風水害以降も、少なくとも５回は自然災害が原因で堤防の決壊や井利の破損など

の被害を受けていることがわかります。 

 

最後に紹介する絵図（図５・６）は、１８１５年（文化１２年）２月に徳島藩が実測に基づ

いて作製した「板野郡分間
い た の ぐ ん ぶ ん げ ん

郡図
ぐ ん ず

」(三木文庫所蔵)です。当時の板野郡を縮尺１８，０００分の１

で描いた絵図には、吉野川河口の新田開発の様子を詳細に知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊岡新田部分に注目してみると、今切川沿いの南大手堤と干潟中央部に中堤が黄色の線

（矢印部分）で描かれていることがわかります。堤の中は南側の一部に田畑（白色）が開

発されていますが、他の大部分にはいまだに萱野や干潟が広がっていることが見て取れま

す。紀伊水道に面する豊岡新田は、開発当初から塩地や荒地が多く稲作が十分に行えない

土地であり、１８０３（享和３）年１０月に徳島藩への初穂米２石を献上していますが、

そのほとんどが粗悪米でありました。一方で、畠作については砂山で琉球芋や西瓜の栽培

が行われ、西瓜については徳島藩へ献上していた記録もみることができます。  

坂東茂兵衛が開発許可を得てから４６年後の１８４７（弘化４）年１１月に鍬下
く わ し た

年季
ね ん き

（一定

の期間租税を免除や軽減すること）が明けて最初の検地を受けました。１８３３（天保４）年

に反別２２町１反余り、御積米
お つ も り ま い

（収穫予定米）２５石余りであった田畠が、１８４７（弘化４）

年の検地の時には反別４６町５反余り、高１６９石余りに増加するなど、着々と新田開発が

継続されていきました。なお、坂東茂兵衛の没後の新田経営は、娘婿の喜右衛門、孫の坂東黙

之丞（のち豊岡荔墩
れ い と ん

）へと引き継がれていきました。 

長
原
浦 

図５ 「板野郡分間郡図（部分）」 

（三木文庫所蔵、筆者加筆） 

図６ 「板野郡分間郡図（豊岡新田部分拡大）」 

（三木文庫所蔵、筆者加筆） 



                                                                      

豊岡荔墩は、『Our よしのがわ』Vol．21 にも紹介されていますが、明治維新後に吉野川

の利水に関する政策的な提言を行った人物です。１８７４（明治７年）に西野友保名東
み ょ う ど う

県権
ご ん

参事
さ ん じ

へ建白した「疏鑿迂言
そ さ く う げ ん

」では、灌漑
か ん が い

と舟運は元来性格の異なるものであり併用するべ

きではないと説くと共に、吉野川北岸における大規模な農業用水路の構想を提言しました。

この構想は壮大であり実現こそしませんでしたが、吉野川北岸地域の人々の意見を汲んだ

提言であるところが評価できるのではないでしょうか。また、その後も農業用水路建設へ

の熱意は継承され長い歳月を経て、農業用水路が整備されていくこととなりますがこれは

また改めてお話したいと思います。  

 

 

おわりに 

この後、豊岡新田は南側にあたる１１０町歩の

開発に成功しましたが、残る北側１５０町歩の開

発権は徳島城下新
し ん

町の阿部豊吉と名東郡早淵
は や ぶ ち

村

の後藤善右衛門に譲渡され、豊
と よ

久
ひ さ

新田と満穂
み つ ほ

新田

として開発されていきました。新田開発当時の風

景は見る影もありませんが、唯一残っているのが

写真３の遊水池です。 

吉野川河口部の新田開発は、いわゆる「町人
ち ょ う に ん

請負
う け お い

新田
し ん で ん

」といわれる種類のものであり、先人

たちは風水害とたたかいながらも地主的土地所

有を夢見て新田開発に取り組みました。  

現在では、当時の面影を残している場所はほ

とんどありませんが、地域に遺る石碑や古文書

などの文化財から、地域の歴史や先人たちの労

苦を知っていただければ幸いです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 当時の名残である遊水池 

（H29 撮影） 
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